
第 137回実践勉強会 実施レポート 
 

  

共催 大田区薬剤師会・キッセイ薬品工業株式会社 

参加者 93名 

開催日時：2021年 1２月 14日（火）19:45～21:15 Zoom ウェビナー 

 

特別講演 

東邦大学医療センター大森病院  腎センター 助教 

斎藤 彰信 先生 

 

質疑応答 

質問：最近の新薬で透析患者様に注意すべき薬はあるか 

回答：最近に限らないが、抗ウイルス薬は透析患者に通常用量使うと脳炎になりやすいので注意。 

 

質問：高齢の透析患者さんが食事を十分に取れない場合、経腸栄養剤（エンシュア Hなど） 

で食事の補充は可能か 

回答：最近は様々な商品があるが、経口で無理なら薬としても処方可能。食欲低下の基質的異常

を探して問題なければ良い。カリウムも含まれているが、元々低栄養で処方しているので週 3 回

の透析を受けていればそこまで厳格に考えなくても良い。 

 

質問：夏場などの水分を失いやすい時期の水分管理はどのようにしたら良いか 

回答：季節変動はどうしてもあるので、血圧が下がらない程度の増加なら時期により必要と考える。 

 

 

文責：キッセイ薬品工業株式会社 岩井・牛山 

 

 


